
【資料１】 令和５年度　体力・運動能力調査結果及び分析・対策 令和６年３月２９日

（１）令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（全国平均を５０としたときの比較） (２)調査結果の分析

【-5ｐ以上】 【-5～-2ｐ】 【-2～0ｐ】 【0～2ｐ】 【2～5ｐ】 【5ｐ以上】
弱み 強み

②意識面　全国（割合％）との比較

全国体力・運動能力調査、運動習慣等調査＜意識調査＞の結果
　（体力合計点との相関が指摘されているものや松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）

【-7%以上】 【-7～-3%】 【-3～0%】 【0～3%】 【3～7%】 【7%以上】
弱み 強み

（３）令和6年度の方針【学校全体での取組】
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①体力・運動能力面　全国（偏差値）との比較

振り返りをするこ
とで「できたり、わ
かったり」する

①体力向上や体育授業に関する校内研修会等の計画について
・ICT機器の有効的な活用について、学校全体で研修を行う予定である。

②体育科授業の工夫・改善について
・５年度ICT機器の積極的活用を図った結果、「わかった、できた」という生徒の割合が非常に増えた。来年度も継続して利用して
いきたい。工夫する点として、機器の利用と運動量の確保のバランスについて、より一層工夫を重ねていきたい。

③体育授業以外の活動の工夫について
・コロナウイルス感染症の５類移項を受けて、体育委員会主催の「昼休みスポーツ交流イベント」を復活させる。

④家庭・地域、近隣の学校・園等の連携、情報発信について
・義務教育学校への移行に向けて、積極的に連携を図っていきたい。
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